
1.運送事業法
年度

試験実施日 CBT

R6.2/17~

CBT

R5.8/15~

CBT

R5.3

CBT

R4.8

CBT

R4.2.19

CBT

R3.8.7
R3.3.7 R2.8.23 R2.3． R1.8.25 H31.3.3 H30.8 H30.3 H29.8.27

 /合格率 34.2% 33.5% 34.6% 38.4% 32.3% 29.8% 43.9% 30.7% 中止 31.7% 32.8% 28.7% 33.0% 35.0%

運送事業法　問1～問8　（8問）　
一般貨物自動車運送事業
　(目的、定義、運送約款、許可・欠格事由・認可・届出）

○
認可・許可

○ ○ ○ ○ ○

事業者の事業計画の変更等 ○ ○ ○
貨物自動車事業の輸送の安全の確保 ○ ○穴埋め ○ ○穴埋め ○ ○2問

貨物自動車運行管理者の業務
（貨物自動車運送事業輸送安全規則　第20条）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運行管理者の義務 ○穴埋め ◎ ○穴埋め ○ ○ ○穴埋め

点呼
（業務前・業務終了後、ＩＴ点呼、保存）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○穴埋め ○ ○ ○穴埋め ○穴埋め

貨物自動車事故報告規則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

事故報告規則（速報） ○ ○
事業者の過労運転防止ついて ○ ○ ○ ○ ○穴埋め ○ ○ ○ ○ ○
運転者の遵守事項 ○ ○
運行管理者の選任 ○穴埋め ◎ ○ ○
運行の安全を確保するための指導監督・講習
（特別・初任・一般・特定運転者・運転記録証明書

○ ○穴埋め ○ ○穴埋め ○ ○ ○ ○

事業自動車の運行に係る記録・保存 ○ ○ ○ ○ ○

貨物の積載に関する事項(車両法・道路交通法を含む） ○ ○ ○

運行指示書による指示等（携行・変更・保存） ○ ○

安全管理規程　・　情報の公表 ○

一般貨物運送事業・特定貨物運送事業について ○
補助者の業務

○穴埋め
インターネット利用

100日以内、保有車両数

○
速報が必要ないもの

○すべて

○記録計、指示書

○穴埋め

○特定・初任
・記録証明書・交替

○危険物の運搬
偏荷重・積載物の記録

○

○
点呼・記録の保存
補助者への指導

R4年度

○穴埋め
○

IT点呼16時間、
2日にわたる運行時

R2年度 R1年度(H31年） 　H30年度/ H29年度/

貨物自動車運行管理者試験過去の出題傾向

R3年度

○

R5年度

○
目的・定義・欠格事由



2.道路運送車両法
　

試験実施日 CBT

R6.2/17~

CBT

R5.8/15~

CBT

R5.3

CBT

R4.8

CBT

R4.2.19

CBT

R3.8.7
R3.3.7 R2.8.23 R2.3． R1.8.25 H31.3.3 H30.8 H30.3 H29.8.27

道路運送車両法　問9～問12（4問）
車両法の目的

自動車の検査（車検）（天災やむを得ない事由を含む） ○ ○ ○ ○ ○ ○穴埋め ○ ○ ○ ○ ○
車両法に定める日常点検・定期点検・整備 ○穴埋め ○穴埋め ○ ○穴埋め ○穴埋め ○穴埋め ○穴埋め ○穴埋め

車両法に定める整備命令等 ○穴埋め

整備管理者（選任・資格・権限・解任）

車両法（46条）、保安基準の原則及び細目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○穴埋め ○

自動車の登録等（新規・変更・移転・抹消） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
臨時運行許可

H29年度/R2年度R3年度

○後部反射板・消火器
溝の深さ・速度抑制装置

○
○

R1年度(H31年） 　H30年度/

○

R4年度R5年度

○検査票章・有効期限
起算日・車検証

○穴埋め



3.道路交通法
年度

試験実施日 CBT

R6.2/17~

CBT

R5.8/15~

CBT

R5.3

CBT

R4.8

CBT

R4.2.19

CBT

R3.8.7
R3.3.7 R2.8.23 R2.3． R1.8.25 H31.3.3 H30.8 H30.3 H29.8.27

道路交通法　問13～問17　（5門）  
道路交通法の目的
道路交通法に定める定義（用語の意味）
※使用する言語のこと

○ ○ ○穴埋め

灯火及び合図の時期、方法 ○ ○ ○
駐車・停車（方法、禁止場所等） ○ ○ ○ ○穴埋め ○ ○ ○
運転者が違反した場合の措置 ○穴埋め

自動車の法定速度 ○ ○穴埋め ○
運転者の遵守事項、故障時の措置、
交通事故時の措置

○遵守 ○遵守 ○遵守
○事故

○遵守
○ ○穴埋め

事故時
○遵守

○遵守

○事故時

道路交通法に定める「乗車、積載及び過積載等」 ○ ○ ○

徐行・一時停止（場所・場合・環状交差点を含む） ○

追越しの方法（禁止場所等を含む） ○ ○ ○

運転者及び使用者の義務 ○ ○ ○
車両の通行方法等（交差点・通行帯等の交通方法） ○ ○ ○通行帯 ○ ○ ○
交差点における通行方法 ○ ○
過労運転に係る使用者に対する指示 ○穴埋め

標識の意味
大型乗用通行止め、駐停車禁止（時間）、左折可、
横断禁止、大型通行帯、車線減少など

○ ○

道路交通法に定める自動車の種類(乗車定員・積載量等） ○
酒気帯び運転等 ○穴埋め ○ ○
道路交通法に定める横断歩行者等の保護 ○穴埋め

道路交通法施行令（酒気帯び運転等の禁止） ○穴埋め

第１種・第2種免許の種類・有効期間・乗れる車両 ○
運転者が違反した場合の措置 ○穴埋め

H29年度/R3年度 R2年度 R1年度(H31年） 　H30年度/R5年度

○
・通行帯・中型自動車
・路側帯・進行妨害

R4年度

○

○通園通学バス
路線バスに対して

救護義務・高速故障

○
環状交差点・徐行場所
横断歩道・緊急自動車

○6ｍ幅・トンネル内
優先道路

○穴埋め

○
・特定中型通行禁止

○

○穴埋め



4.労働基準
年度

試験実施日 CBT

R6.2/17~

CBT

R5.8/15~

CBT

R5.3

CBT

R4.8

CBT

R4.2.19

CBT

R3.8.7
R3.3.7 R2.8.23 R2.3． R1.8.25 H31.3.3 H30.8 H30.3 H29.8.27

NO１　労働基準関係　問18～問19（2問）
労基法　（労働契約・災害補償・賃金） ○ ○契約 ○契約 ○契約 ○ ○
労基法　（労働時間及び休日及び割増賃金） ○ ○ ○ ○ ○
労基法　（労働者名簿、休養及び産前産後、解雇の予告） ○ ○ ○
労基法　（労働条件の基準・平均賃金・権利請求）

労基法　（労働時間及び年次有給休暇） ○
労基法　労働安全衛生法（健康診断） ○
労基法　休業期間中の平均賃金

労基法　（労働時間８・40時間・休憩時間） ○
労基法　休業手当
労基法7条　公民権行使の保障 ○
労基法　「労働条件・契約期間・契約解除・106条（規
則）」

○
労基法　就業規則 ○
労基法　（違約金・損害賠償額）

労基法　（国籍労働条件・平均賃金・労働者・使用者） ○
労基法　（賃金及び休日） ○

R4年度 R3年度 H29年度/　H30年度/

○

R5年度

労基法は2問

R2年度 R1年度(H31年）

○
○
○
○

○

○

○

○災害時・休日



4.改善基準(改善基準）
年度

試験実施日 CBT

R6.2/17~

CBT

R5.8/15~

CBT

R5.3

CBT

R4.8

CBT

R4.2.19

CBT

R3.8.7
R3.3.7 R2.8.23 R2.3． R1.8.25 H31.3.3 H30.8 H30.3 H29.8.27

NO2 改善基準　問20～問23　（4問）
改善基準　の「目的」 ○穴埋め ○穴埋め ○穴埋め

改善基準　拘束時間（1ヵ月・1日・2日平均・連続・延長）
○穴埋め

○選択

○穴埋め

○選択

○穴埋め

○選択

○穴埋め

○選択

○穴埋め

○選択

○穴埋め

○選択
改善基準　拘束時間と運転時間 ○ ○ ○
改善基準　拘束時間と運転時間（1ヶ月の勤務状況） ○ ○
改善基準　運転時間　及び休憩時間　「中断方法」 ○4日間 ○ ○ ○
改善基準　休息期間　及び休日 ○
改善基準　拘束時間及び休息時間の特例「特例基準」 ○ ○ ○ ○穴埋め ○
改善基準　1週間における拘束時間 ○ ○ ○
改善基準　5日間勤務での1日の拘束時間 ○
改善基準　4週間の運転時間
「2日平均1日当たりと2週間平均1週間当たりの運転時

○ ○
改善基準　2週間の運転時間
「2日平均1日当たりと2週間平均1週間当たりの運転時
改善基準　1ヶ月の勤務での拘束時間及び運転時間 ○ ○
改善基準　1ヶ月の勤務での拘束時間 ○選択 ○
改善基準　1年間における各月の拘束時間 ○ ○ ○
改善基準　運転者の運転時間 ○
改善基準　拘束時間（フェリー乗船） ○表
改善基準　隔日勤務及び2歴日における拘束時間 ○
改善基準　分割休息

R2年度 R1年度(H31年） 　H30年度/ H29年度/R4年度R5年度

改善基準は4問

R3年度

○

○穴埋め

○選択

○適合問題

○
○適合問題

〇
〇



5.実務上の知識及び能力
年度

試験実施日 CBT

R6.2/17~

CBT

R5.8/15~

CBT

R5.3

CBT

R4.8

CBT

R4.2.19

CBT

R3.8.7
R3.3.7 R2.8.23 R2.3． R1.8.25 H31.3.3 H30.8 H30.3 H29.8.27

実務上の知識及び能力問24～問30（7問）
点呼の実施方法　（2日目、3日目を含む） ○ ○ ○ ○ ○
運行管理者の日常業務記録
（運行指示書、運転者台帳、運行記録計、保存期間）

○ ○ ○ ○
事業者・運行管理が行う健康管理
(診断個人票の保管、生活習慣病、アルコール依存症、
交代運転者の配置）方法（就業判断）、定期健康診断
深夜業、心臓・大血管疾患

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自動車の運転等に関する事項
（特性、視界、内輪差、夜間、視角、軽減ブレーキ等、
ハイドロ、蒸発、制動等、遠心力、二輪車の見え方、
オーバーハング、ジャックナイフ、車に働く自然の力等、
前照灯、衝撃力、視認性、ペーパーロック、クリープ）

○
穴埋め

〇 ○
穴埋め

○ ○
穴埋め

○ ○ ○
穴埋め

○ ○ ○

交通事故及ぶ緊急事態時の管理者・運転者の措置 ○ ○
運行管理の意義、運行管理者の役割 ○ ○
運行管理者の業務、措置 ○業務

事業者が行う運転者に対しての指導・監督
（許可書・アルコール処理時間・適性診断・負傷者の救護
　薬物・異常気象・危険予知）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運行記録計の見方（デジタル式を含む） ○デジ
事故防止対策
（事故報告の基づき、再発防止対策、原因分析を含む）
ヒューマンエラー

○
〇下図

○長文
イラスト

○ ○ ○2問 ○ ○

事故防止対策（運転者に対し、事故防止のための指導） ○ ○ ○ ○ ○
運行管理者が行う、危険予測訓練・ドライブレコーダー ○組合せ ○イラスト ○

運行計画の確認　（荷主から依頼を受け） ○
往路と復路

○
下図

○
往路と復路

○穴埋め
選択

○
フェリー

○穴埋め ○ ○2名乗務
フェリー

○ ○2名乗務 ○

追越に関する

アルコール検知器（保存期間を含む） ○
点呼記録表の記載内容 ○穴埋め

R2年度 R1年度(H31年） 　H30年度/ H29年度/R4年度 R3年度

○

○
心臓血管疾患・定期診断

深夜業

〇
ジャックナイフ・遠心力

ペーパーロック

○
追越・スペアータイヤ

飲酒など

○
内輪差・ABS・視点

〇イラスト（交差点）

〇イラスト

○
往路と復路

○

〇イラスト計算

R5年度


